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享
保
一
六
年
（
一
七
三
一
）
一
月
、
住
み
慣
れ
た
磐
城
を
去
っ
て

宝
生
油
圃
は
、
江
戸
に
向
か
う
。
前
年
に
宝
生
家
一

0
世
の
暢
栄
が

亡
く
な
り
、
そ
の
後
を
わ
ず
か
一
七
歳
の
若
さ
で
つ
い
だ
友
精
の
後

見
と
な
る
た
め
で
あ
る
。

い

わ

き

平
蕃
（
磐
城
平
藩
）
は
、
こ
の
陸
奥
国
磐
城
平
（
現
在
、
福
島
県
い

わ
き
市
）
を
中
心
と
す
る
譜
代
中
藩
で
あ
る
。
磐
城
は
元
和
八
年

（
一
六
ニ
―
-
）
九
月
、
内
藤
政
長
が
七
万
石
で
前
領
主
鳥
居
氏
の
後
を

追
っ
て
入
封
し
、
以
後
、
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
三
月
、
日
向
国

延
岡
に
転
封
す
る
ま
で
の
―
二
五
年
間
、
内
藤
氏
の
統
治
す
る
と
こ

ろ
と
な
る
。
こ
の
内
藤
氏
は
政
長
の
後
、
忠
興
・
義
概
と
続
き
、
そ

の
後
は
、
本
来
家
督
を
つ
ぐ
べ
き
立
場
に
あ
る
義
英
が
天
和
三
年

（
一
六
八
三
）
に
退
身
し
、
異
母
弟
の
義
孝
が
襲
封
す
る
。
こ
の
義
英

が
著
名
な
露
油
で
あ
る
が
、
右
に
述
べ
た
と
お
り
で
、
一
度
も
藩
主

は
じ
め
に

磐
城
の
宝
生
油
圃

三
ツ
石

の
地
位
に
つ
い
た
こ
と
は
な
い
。
義
孝
の
後
は
義
槻
が
つ
い
だ
が
早

世
し
、
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
七
月
に
政
樹
が
藩
主
と
な
る
。
こ

の
政
樹
は
実
は
露
油
の
子
で
、
後
述
す
る
よ
う
に
そ
の
治
世
下
で
土

一
揆
が
勃
発
し
、
そ
れ
が
一
因
と
な
っ
て
後
年
、
日
向
国
延
岡
へ
転

封
を
命
じ
ら
れ
る
。

こ
れ
が
磐
城
平
内
藤
藩
の
概
略
で
あ
る
。
一
方
、
油
圃
に
つ
い
て

は
こ
れ
ま
で
に
、
幾
つ
か
の
論
考
の
中
で
、
宝
生
家
八
世
重
友
の
三

男
で
あ
る
こ
と
、
享
保
の
頃
磐
城
に
い
て
、
内
藤
露
泊
に
仕
え
た
こ

（注
1
)

と
な
ど
を
述
べ
た
。
最
近
で
は
、
「
宝
生
油
圃
閣
歴
考
」
に
お
い
て
、

油
圃
の
芭
蕉
入
門
は
兄
で
あ
る
九
世
友
春
と
蕉
門
の
高
弟
其
角
と
の

か
か
わ
り
が
契
機
だ
ろ
う
と
推
測
し
た
（
以
下
、
こ
の
拙
稿
を
「
前
稿
」

と
呼
ぶ
）
。
少
し
ず
つ
そ
の
閲
歴
が
わ
か
り
つ
つ
あ
る
と
言
っ
て
よ

い
が
、
そ
う
だ
か
ら
と
言
っ
て
す
べ
て
が
明
ら
か
に
な
っ
た
わ
け
で

は
な
い
。
例
え
ば
磐
城
に
限
っ
て
も
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
磐
城
に
赴
い

た
の
か
を
は
じ
め
と
し
て
、
内
藤
家
に
お
け
る
待
遇
や
具
体
的
な
生

活
の
様
子
は
、
今
な
お
明
瞭
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
。
そ
こ
で
本
稿

友

昭
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五
月
晦
日
会

其
冨
士
や
五
月
晦
日
二
里
の
旅

茄
子
小
角
豆
も
己
が
色
知
る

鷹
の
子
の
雲
雀
の
爪
の
か
た
ま
り
て

連
衆
は
こ
の
三
名
に
加
え
て
油
圃
の
ほ
か
、
油
荷
と
虚
谷
お
よ
び

執
筆
が
一
座
す
る
。

こ
の
う
ち
虚
谷
に
つ
い
て
は
現
在
の
と
こ
ろ
、
知
ら
れ
て
い
る
こ

と
は
何
も
な
い
と
言
っ
て
よ
い
。
油
荷
は
、
露
油
の
門
人
録
と
も
言

い
得
る
「
俳
諧
尊
卑
故
人
列
伝
」
（
洒
竹
文
庫
蔵
『
反
古
さ
が
し
」
天
明

素
堂

露
油

芭
蕉

で
は
、
こ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

も
ち
ろ
ん
論
述
の
都
合
上
、
過
去
の
拙
稿
と
の
重
複
が
少
な
か
ら
ず

あ
る
こ
と
を
、
予
め
お
断
り
し
て
お
く
。

油
圃
が
何
故
露
油
に
仕
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ

い
て
は
、
そ
の
下
向
時
期
と
も
相
侯
っ
て
、
今
な
お
よ
く
わ
か
ら
な

い
。
管
見
の
範
囲
で
は
、
両
者
が
初
め
て
顔
を
合
わ
せ
た
の
は
、
元

禄
六
年
（
一
六
九
三
）
の
「
其
冨
士
や
」
六
吟
歌
仙
で
あ
る
。
『
露
油

（注
2
)

俳
諧
集
』
（
夏
二
）
か
ら
、
第
一
二
ま
で
を
抄
記
し
て
み
る
。

四
年
一
瓢
庵
露
喬
自
序
）
に
、
「
御
門
弟
高
月
職
司
五
十
ニ
ニ
テ
卒

池
内
氏
弄
花
亭
油
荷
」
と
あ
っ
て
、
門
人
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。
ま
た
、
荻
野
清
氏
「
露
祐
、
油
徳
、
園
女
等
一
座
の
奉
納
歌

仙
」
（
『
俳
文
学
叢
説
』
昭
46)

に
紹
介
さ
れ
た
「
大
崎
八
幡
宮
宝
殿
奉

納
の
古
額
俳
諧
歌
仙
の
額
裏
書
」
（
享
保
三
年
八
月
一
五
H
実
政
記
）
に
、

内
藤
豊
松

池
田
団
次
郎

松
田
隼
人

三
浦
左
助

中
嶋
定
八

水
間
伊
六

保
生
左
太
夫

と
あ
っ
て
、
家
臣
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

つ
ま
り
油
荷
は
、
家
臣
で
あ
り
門
人
で
も
あ
っ
て
、
露
油
の
遊
興

の
供
を
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
泊
圃
の
先
輩
格

(
i
t
3
)
 

と
言
え
よ
う
。

こ
の
「
其
冨
士
や
」
歌
仙
は
、
露
油
が
脇
を
つ
け
て
い
る
こ
と
か

ら
判
断
し
て
、
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
五
月
二
九
日
に
麻
布
六
本
木

同同同 同 同 内
藤
下
野
守

岩
城
城
主

同
家
臣

露
油

油
城

油
荷

芳
津

右
巴

油
梅

油
薄

立
圃

（
以
下
略
）
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の
平
藩
江
戸
中
屋
敷
を
油
圃
を
同
道
し
た
芭
蕉
と
素
堂
が
訪
れ
、
油

荷
な
ど
の
露
油
の
家
臣
を
ま
じ
え
て
巻
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
て
露
油
と
油
圃
は
一
座
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
自

体
は
確
認
し
得
る
も
の
の
、
二

0
年
の
歳
月
を
経
て
召
し
抱
え
る
こ

と
に
な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
こ
の
章
の
冒
頭
に
も
述
べ
た
よ
う

に
、
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
た
だ
伊
藤
正
義

氏
に
よ
れ
ば
、
日
向
国
延
岡
の
俳
人
に
旭
松
下
露
傘
と
い
う
人
物
が

（住
4
)

い
て
、
そ
の
著
『
謡
曲
参
考
紗
』
序
文
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
事
が

あ
る
。

服
部
立
圃
と
い
ふ
者
あ
り
。
宝
生
古
将
監
が
三
男
に
し
て
、
壮

年
に
は
宝
生
左
太
夫
と
て
越
前
の
役
者
た
り
し
が
、
故
有
て
牢

浪
し
、
奥
州
岩
城
に
下
り
、
高
槻
の
御
館
に
勤
仕
せ
り
。
晩
年

に
江
戸
に
帰
り
、
宝
生
家
の
後
見
と
成
。

右
の
「
故
有
て
牢
浪
し
」
が
注
目
さ
れ
る
。
「
故
」
が
「
濫
行
の
男

に
有
り
し
」
（
『
隣
忠
見
聞
集
」
宝
暦
八
年
成
）
と
伝
え
る
泊
圃
の
性
格

に
よ
る
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
こ
の
時

期
、
油
圃
が
「
牢
浪
」
し
て
い
た
こ
と
だ
け
は
確
実
で
あ
る
。

な
お
、
磐
城
に
赴
い
た
時
期
に
つ
い
て
は
、
前
稿
で
「
正
徳
元
年

（
一
七
―
-
）
秋
以
前
」
と
の
推
測
を
述
べ
て
お
い
た
。
た
だ
し
そ
れ

は
、
宝
永
元
年
（
一
七
0
四
）
五
月
以
前
に
は
遡
ら
な
い
。
と
言
う

の
は
、
「
露
油
俳
諧
集
」
に
よ
れ
ば
家
臣
と
し
て
の
油
圃
は
、
常
に

露
油
に
影
の
よ
う
に
つ
き
従
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
年

五
月
―
―
日
の
露
油
「
五
十
賀
屏
風
和
歌
」
に
姿
を
見
せ
て
い
な
い

か
ら
で
あ
る
。

前
の
章
で
は
、
露
油
が
初
め
て
油
圃
と
一
座
し
た
の
は
、
芭
蕉
も

一
座
し
た
「
其
冨
士
や
」
歌
仙
で
、
そ
の
後
牢
浪
し
て
い
た
油
圃
は
、

宝
永
元
年
（
一
七
―
-
）
以
降
、
磐
城
に
赴
い
た
の
だ
ろ
う
と
い
う

こ
と
を
述
べ
た
。
こ
の
章
で
は
実
生
活
に
つ
い
て
、
そ
の
中
で
も
内

藤
家
に
お
け
る
待
遇
に
焦
点
を
定
め
て
考
え
て
み
た
い
。

ま
ず
油
圃
の
禄
高
に
つ
い
て
は
、
樹
下
文
隆
氏
が
「
近
世
毛
利
家

の
能
楽
と
お
出
入
り
役
者
」
（
「
近
世
文
学
俯
廠
』
平
9
)

で
一
部
言
及

さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
最
低
で
も
三
十
石
（
宝
生
シ
テ
の
服
部
嘉
内
の
禄
高
）

が
二
十
人
扶
持
（
金
春
小
鼓
の
大
倉
長
右
衛
門
に
広
島
浅
野
家
が
出

し
た
合
力
の
額
、
鳥
取
池
田
家
が
渋
谷
九
郎
右
衛
門
に
出
し
た
の
は
一
―
―

十
人
扶
持
）
程
度
の
禄
高
で
な
け
れ
ば
、
今
を
時
め
く
宝
生
大

夫
の
弟
と
し
て
は
釣
り
合
い
が
と
れ
ま
い
。
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義
山
様
御
代

下
野
守
様
江
被
召
出
御
切
米
金
五
両
一
＿
一
人
扶
持
被
下
置
候
／
年

月
不
分
明
御
座
候
享
保
七
｛
＂
年
御
願
申
上
隠
居
被
／
仰
付
（
以

下
略
）
（
「
古
由
緒
書
」
断
絶
部
）

「
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
よ
れ
ば
、
冒
頭
の
「
義
山
」
は
前
述
し
た

露
油
の
異
母
弟
義
孝
で
、
「
下
野
守
」
は
露
油
自
身
（
「
寛
文
十
年
従

五
位
下
下
野
守
に
叙
任
す
」
と
あ
る
）
を
指
す
。
油
圃
は
露
油
に
召
し

出
さ
れ
て
、
「
五
両
三
人
扶
持
」
を
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
「
五
両
三
人
扶
持
」
に
つ
い
て
、
よ
り
具
体
的

に
考
え
て
み
た
い
。

小
川
顕
道
は
、
そ
の
著
「
塵
塚
談
j

（
文
化
―
一
年
成
）
の
中
で
、

宝
生
立
甫
重
誉

初
左
太
夫

こ
の
よ
う
に
樹
下
氏
は
、
油
圃
の
禄
高
を
三

0
石
と
推
測
さ
れ
て

い
る
。
と
こ
ろ
が
実
は
、
詳
し
く
後
述
す
る
よ
う
に
油
圃
の
禄
高
は

嘉
内
の
三

0
石
に
遠
く
及
ば
な
い
。
そ
れ
は
、
す
で
に
紹
介
し
た
資

（注

5
)料

で
あ
る
が
、
明
治
大
学
刑
事
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
る
『
内
藤
家

文
書
』
の
中
の
次
の
記
事
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
一
部
を

示
す
こ
と
に
す
る
。

下
女
、
下
男
給
金
の
事
、
宝
暦
年
間
迄
は
、
若
党
金
一
二
両
也
、

主
人
の
髪
月
代
に
て
も
致
も
の
は
、
三
両
壱
分
も
遣
し
、
故
皆

人
三
両
侍
と
い
ひ
、
又
見
苦
敷
侍
を
見
て
は
三
ピ
ン
の
様
だ
と

い
へ
り
、
…
…
（
中
略
）
・
…
：
渡
り
用
人
は
六
両
に
弐
人
扶
持
、

七
両
に
三
人
扶
持
、
四
五
十
年
以
前
も
今
も
、
給
金
替
り
な
し
、

（
以
下
略
）

下
男
の
給
金
が
当
時
三
両
ほ
ど
で
、
そ
れ
が
侍
で
あ
る
な
ら
ば
、

こ
こ
に
も
あ
る
よ
う
に
最
下
級
の
「
三
ピ
ン
（
三
両
一
人
扶
持
）
」
に
あ

た
る
だ
ろ
う
が
、
油
圃
は
「
五
両
三
人
扶
持
」
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ

ほ
ど
で
は
な
い
も
の
の
、
右
の
「
用
人
」
に
も
及
ば
な
い
、
き
わ
め

て
低
い
待
遇
し
か
受
け
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
で
は
、
ど
の
よ
う

な
身
分
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
（
寛
延
元
年
|
|
―
七
四
八
ー
大
坂
竹
本
座
初

演
）
に
は
、
大
星
由
良
助
が
お
軽
の
兄
寺
岡
平
右
衛
門
に
語
り
か
け

る
シ
ー
ン
が
あ
っ
て
、
こ
の
「
五
両
三
人
扶
持
」
の
意
味
合
い
が
よ

く
わ
か
る
。

（
由
良
之
助
）
「
ア
こ
れ

l
¥
l
¥。
ア
そ
こ
も
と
は
足
軽
で
な
う

て
、
大
き
な
口
軽
ぢ
や
の
。
…
…
（
中
略
）
…
…
仕
損
じ
た
ら

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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こ
の
は
う
の
首
が
こ
ろ
り
。
仕
お
ほ
せ
た
ら
跡
で
切
腹
。
ど
ち

ら
で
も
死
な
ね
ば
な
ら
ぬ
。
と
い
ふ
は
人
参
飲
ん
で
首
く
く
る

ゃ
う
な
も
の
。
こ
と
に
そ
こ
も
と
は
五
両
に
三
人
扶
持
の
足
軽
゜

お
腹
は
立
て
ら
れ
な
。
は
っ
ち
坊
主
の
報
謝
米
ほ
ど
取
っ
て
ゐ

て
。
命
を
捨
て
て
敵
討
ち
せ
う
と
は
。
そ
り
や
青
海
苔
も
ら
う

た
礼
に
。
太
々
神
楽
を
打
つ
よ
う
な
も
の
。
わ
れ
ら
知
行
千
五

百
石
。
貴
様
と
く
ら
べ
る
と
。
敵
の
首
を
斗
升
で
量
る
ほ
ど
取

っ
て
も
釣
り
合
わ
ぬ
（
。

い
か
に
低
い
身
分

つ
ま
り
油
圃
は
「
足
軽
」
で
あ
っ
た
わ
け
で
、

で
あ
っ
た
か
が
知
ら
れ
る
。

次
に
足
軽
の
油
圃
の
生
活
に
つ
い
て
考
え
た
い
が
、
そ
れ
に
あ
た

っ
て
は
、
家
族
の
こ
と
を
ま
ず
述
べ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
言
う
ま

で
も
な
い
こ
と
な
が
ら
、
家
族
に
よ
っ
て
生
活
の
様
相
が
大
き
く
か

わ
っ
て
来
る
か
ら
で
あ
る
。

管
見
の
範
囲
で
油
圃
の
家
族
に
触
れ
る
の
は
、
『
宝
生
』
（
第
八
巻

第
―
二
号
、
昭
4
.
1
2
)

に
載
る
『
宝
生
家
譜
』
で
あ
る
。
左
に
本
稿

に
か
か
わ
る
部
分
の
み
を
掲
げ
る
。

右
は
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
に
所
蔵
さ
れ
る
も
の
で
、
同
研
究
所

西
野
春
雄
氏
の
お
話
で
は
、
旧
蔵
者
江
島
伊
兵
衛
氏
の
手
に
よ
る
と

い
う
書
き
込
み
が
、
随
所
に
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
部
分
で
は
点
線
の

と
こ
ろ
が
そ
れ
で
、
油
圃
（
左
太
夫
）
が
友
春
お
よ
び
三
郎
次
郎
の
弟

に
あ
た
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
油
圃
に

は
子
が
二
人
あ
っ
た
ら
し
い
。
た
だ
し
、
他
に
合
わ
せ
見
る
資
料
が

な
い
の
で
、
そ
の
個
々
に
つ
い
て
は
今
、
こ
れ
以
上
立
ち
入
ら
な
い
。

油
圃
の
場
合
、
妻
を
含
め
て
四
人
で
生
活
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、

そ
の
実
生
活
、
中
で
も
生
活
程
度
を
知
る
た
め
に
、
左
の
二
つ
の
資

佐
大
夫

女

重
世
養
子
卜
而
内
藤
家
奉
仕
ス

大
蔵
千
三
郎
妻
重
世
ノ
ニ
女

| | 1 |― 
女女重三友

＾ ＾郎略略次
-―世郎春

＾ ^  略略
ヽヽ

数

重

友

（

略

）

馬

左
太
夫
（
以
下
略
）

（略）
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資料A---. 

単位
1996 靡 靡 饂腐 2000 
平均 平均

牛ーう一乳る肉ち（肩米肉 ・・・・・・11
1盟000叫t 

6 212 6 141 5 956 6100 5 828 
）．．．．．． 

薔i410 繁 397 393 
・・・・・・・・・・・・2) 209 2 9 209 210 

鶏し卵ょう・・・油・・・・・・・・・・・・・・・・3・・1 ｝ザ 翌 ~12 282 盟 309 
21 318 307 

砂灯洗ティ塘濯油シュ用（（ベ上配洗ー達白パ剤ー）） ……… 41 
ltk] 

220 223 222 218 211 
578 552 501 481 460 ...... 443 421 

1 6闘 1 3088 15 
373 

1 074 1132 1 055 

家私立賃高（民校授営業）料……… 月／3.3面 8 474 
38 0 5801;! 0 

8 743 8 743 8 680 
1か月 30 460 31 490 31 860 32 070 

理髪料 ・・・・・・・・ •51 大人1回 3 456 3 577 3 614 3 600 3 613 

主要品目の小売価格（東京都区部） （単位 円）

総務省統計局「小売物価統計調査報告」による。］）コシヒカリ。 2) 店
頭売り、紙容器入り。 3)大手銘柄、涙口、特級、ポリ容器入り。 4)合
成洗剤、 1.2kg人り。 5)洗嬰を含む。
(2001/2002，自度版「日本国勢図会J2001年6月刊）

資料B 江戸日用品小売物価表

年 白1石二米付 l石麦二付 餅1石二米付 1石塩二付 1味貫匁二噌付

録匁 銀匁
銀80.匁22 

銀 匁 銀 匁

止宝止享((((ml99 永7歪7保7徳lllO) 36冗l元73)) ) 年年年年

i 
76.86 38.25 12.60 
69.92 37.48 11.60 
75.97 84.90 35.00 12.29 
86.96 38.43 12.70 

靡 146.14 41.25 19.26 
162.12 173.17 58.01 26.08 

（三井文庫編「近世後期における主要物価の動態J1989年6月刊）

料
に
も
と
づ
い
て
、
試
み
に
現
在
の
金
銭
に
置
き
換
え
て
み
た
い
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
で
算
出
さ
れ
る
も
の
は
、
お
よ
そ
の
額
で
あ
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

資
料
B
に
よ
れ
ば
、
泊
圃
が
磐
城
に
赴
い
た
正
徳
元
年
（
一
七
一

0
)

秋
頃
の
米
一
石
の
値
は
銀
八
七
匁
。
現
在
の
米
価
は
、
資
料
A
に
よ

れ
ば
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
あ
た
り
五
八
三
円
で
、
米
一
石
（
お
よ
そ
一
五
〇

キ
ロ
グ
ラ
ム
）
は
八
七
四
五

0
円
に
な
る
。
従
っ
て
銀
一
匁
は
一

0
0

五
円
に
相
当
す
る
か
ら
、
一
両
（
銀
六
0
匁
）
は
六

0
三
0
0
円
で
、

家
賃
の
五
匁
を
と
っ
て
お
き
、
上
質
の
米
に
加
え
て
、
味
噌

五
両
で
は
三

0
一
五

0
0
円
と
な
る
。
さ
ら
に
、
一
人
扶
持
は
一
日

五
合
で
、
一
年
三
六

0
日
分
で
は
一
石
八
斗
。
三
人
扶
持
だ
か
ら
、

そ
の
三
倍
で
五
石
四
斗
と
な
る
。
右
の
換
算
に
従
え
ば
、
五
石
は
四

三
七
二
五

0
円
で
、
同
様
に
四
斗
は
三
四
九
八

0
円
。
こ
う
し
て
油

圃
の
収
入
は
、
年
に
都
合
七
七
三
七
三

0
円
と
な
る
。
こ
の
額
で
油

圃
は
親
子
四
人
が
暮
ら
し
て
い
た
わ
け
で
、
そ
れ
を
月
額
に
す
れ
ば
、

六
四
四
七
八
円
に
な
る
。
一
人
あ
た
り
で
は
一
六
―
二

0
と
な
り
、

現
在
の
金
銭
感
覚
か
ら
は
、
き
わ
め
て
苦
し
い
状
態
で
あ
る
こ
と
は

明
白
で
あ
る
。
こ
れ
は
当
時
も
同
様
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

江
戸
期
の
生
活
の
様
子
は
、
西
鶴
「
日
本
永
代
蔵
」
（
元
禄
元
年
刊
）

に
詳
し
く
描
写
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、
五
人
家
族
が
一
月
銀

八
0
匁
で
暮
ら
し
た
例
（
巻
二
「
怪
我
の
冬
神
嗚
」
）
が
あ
る
。

五
匁
の
屋
賃
を
の
け
て
置
き
、
白
米
の
よ
き
に
味
噌
・
塩
・
薪

を
と
と
の
へ
、
常
住
香
の
物
菜
、
こ
の
外
に
は
、
い
か
な

l¥‘

三
月
の
鯛
を
一
枚
、
松
茸
一
斤
二
分
す
る
時
も
目
に
見
る
ば
か

り
。
咽
が
か
わ
け
ば
、
白
湯
に
焦
穀
。
池
火
も
、
真
中
に
一
っ

点
し
て
、
こ
れ
を
寝
さ
ま
に
消
し
て
、
鼠
の
荒
る
る
を
構
は
ず
。

盆
正
月
の
着
る
物
も
せ
ず
。
年
中
始
末
に
身
を
固
め
、
慰
み
に

は
観
世
紙
纏
を
し
て
、
明
け
暮
れ
不
自
由
な
る
世
や
。
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塩
・
薪
は
購
入
す
る
も
の
の
、
お
か
ず
は
年
中
漬
物
の
み
で
、
出
盛

り
の
鯛
や
松
茸
は
見
る
だ
け
。
の
ど
が
乾
い
た
ら
焦
穀
を
白
湯
に
と

い
て
飲
み
、
灯
火
も
一
っ
し
か
つ
け
な
い
し
、
そ
れ
も
就
寝
時
に
は

消
し
て
し
ま
う
。
盆
や
正
月
に
着
物
を
新
調
す
る
こ
と
も
な
い
し
、

と
り
立
て
て
こ
れ
と
い
っ
た
趣
味
も
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

す
さ
ま
じ
い
ば
か
り
の
倹
し
い
生
活
で
あ
る
が
、
こ
の
一
人
あ
た

り
一
六
匁
が
現
在
で
は
い
く
ら
に
な
る
の
か
を
、
油
圃
の
場
合
と
同

様
に
試
算
し
て
み
る
。
資
料
B
の
う
ち
、
最
も
年
代
的
に
近
い
宝
永

七
年
（
一
七
一

0
)
春
を
例
に
と
り
一
石
七
七
匁
と
し
て
、
一
匁
は

―
一
三
六
円
に
相
当
す
る
。
従
っ
て
一
人
の
月
額
は
、
一
八
一
七
六

円
と
な
る
。
油
圃
と
『
日
本
永
代
蔵
』
の
例
と
で
は
、
時
も
所
も
ま

た
家
族
構
成
も
異
な
っ
て
い
る
か
ら
、
単
純
に
比
較
は
出
来
な
い
も

の
の
、
お
よ
そ
相
似
た
、
き
わ
め
て
貧
し
い
生
活
で
あ
っ
た
こ
と
は

確
か
だ
ろ
う
。
右
に
棲
々
「
日
本
永
代
蔵
』
に
登
場
す
る
五
人
の
生

活
に
つ
い
て
述
べ
た
所
以
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
楽
な
生
活
を
す
る
に
は
ど
れ
ほ
ど
の
収
入
が
あ

れ
ば
よ
い
か
と
言
う
と
、
こ
れ
も
西
鶴
『
世
間
胸
算
用
』
（
元
禄
五
年

刊
）
に
、
そ
の
例
（
巻
二
「
尤
始
末
の
異
見
」
）
が
あ
る
。

こ
こ
が
大
事
の
胸
算
用
。
三
十
貫
目
の
銀
を
悔
か
に
六
に
し
て

預
け
て
、
毎
月
百
八
十
目
づ
つ
を
さ
ま
れ
ば
、
こ
れ
で
四
人
の

口
過
ぎ
は
ゆ
る
り
。

四
人
家
族
の
場
合
、
月
に
一
八
0
匁
の
収
入
が
あ
れ
ば
、
楽
な
生
活

で
あ
っ
た
ら
し
い
。
こ
の
収
入
を
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
試
算
し
て
み

る
と
、
一
匁
は
一
―
三
六
円
だ
か
ら
、
一
人
の
月
額
と
し
て
は
五
一

―
二

0
円
と
な
る
。
こ
れ
だ
け
の
収
入
が
あ
れ
ば
、
当
時
の
人
は

「
口
過
ぎ
は
ゆ
る
り
」
と
い
う
感
覚
を
持
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

一
方
前
述
し
た
、
樹
下
氏
が
油
圃
に
ふ
さ
わ
し
い
と
言
わ
れ
る
嘉

内
の
禄
高
三

0
石
は
、
一
石
八
七
四
五

0
円
と
し
て
同
様
に
試
算
し

て
み
る
と
、
二
六
二
三
五

0
0
円
と
な
る
。
油
圃
の
三
倍
を
優
に
超

え
る
収
入
で
、
右
の
『
世
間
胸
算
用
』
の
例
と
比
較
し
て
も
高
額
で

あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
恐
ら
く
嘉
内
も
「
口
過
ぎ
は
ゆ
る

り
」
と
い
う
感
覚
を
持
っ
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
見
て
来
る
と
、
内
藤
家
に
お
け
る
待
遇
か
ら
判
断

し
て
、
身
分
は
足
軽
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
、
収
入
も
嘉
内
の
三
分

の
一
に
も
満
た
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
れ
に
「
牢
浪
」
の
事
実
も
考
え

合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
油
圃
は
露
泊
に
言
わ
ば
「
拾
わ
れ
た
」
こ
と
が

窮
わ
れ
る
。
つ
ま
り
油
圃
が
、
樹
下
氏
の
言
わ
れ
る
「
今
を
時
め
く

宝
生
太
夫
の
弟
」
と
し
て
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
生
活
を
し
て
い
た

の
で
は
な
い
こ
と
だ
け
は
、
ど
う
や
ら
確
か
な
よ
う
で
あ
る
。

油
圃
は
、
こ
の
よ
う
に
き
わ
め
て
低
い
給
金
で
露
油
に
仕
え
、
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日
々
遊
興
の
供
を
す
る
。
『
露
泊
俳
諧
集
」
が
、
そ
の
様
子
を
克
明

に
伝
え
る
。
露
油
は
五
千
石
の
禄
高
を
受
け
、
高
月
台
で
暮
ら
し
て

い
た
と
い
う
。
そ
こ
は
平
城
の
北
西
の
位
置
（
現
在
の
福
島
県
立
磐
城

高
等
学
校
付
近
に
あ
た
る
）
に
あ
り
、
桑
折
の
馬
耳
が
「
高
月
御
所
の

し
げ
り
は
仙
境
に
入
る
と
お
も
ひ
奉
り
て
」
（
『
露
油
俳
諧
集
j

夏
二
）

と
言
う
ほ
ど
閑
雅
な
所
で
、
そ
の
御
所
に
油
圃
は
、
平
城
の
東
に
あ

（注
7
)

っ
た
足
軽
屋
敷
か
ら
通
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

露
油
に
つ
い
て
は
、
そ
の
俳
諧
ば
か
り
が
注
目
さ
れ
て
、
能
は
も

ち
ろ
ん
、
和
歌
に
さ
え
言
及
す
る
も
の
は
殆
ど
な
い
と
言
っ
て
よ
い
。

当
時
は
和
歌
と
能
が
必
須
で
あ
っ
た
は
ず
で
、
こ
れ
は
奇
妙
な
こ
と

だ
と
言
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
と
り
わ
け
露
油
の
場
合
、
す
ぐ
そ

ば
に
能
役
者
油
圃
が
い
た
わ
け
だ
か
ら
、
能
が
盛
ん
に
上
演
さ
れ
て

い
た
と
し
て
も
何
ら
不
思
議
で
は
あ
る
ま
い
。
そ
こ
で
こ
の
章
で
は
、

能
役
者
油
圃
に
つ
い
て
見
る
こ
と
に
す
る
。

元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
二
月
、
江
戸
の
火
事
に
よ
っ
て
、
麻
布

六
本
木
の
平
藩
江
戸
中
屋
敷
が
焼
失
。
露
油
は
三
月
、
江
戸
を
去
っ

て
磐
城
に
向
か
う
。
そ
こ
で
の
能
に
か
か
わ
る
資
料
は
、
管
見
の
範

囲
で
は
蓼
蓼
た
る
も
の
で
、
わ
ず
か
に
数
例
に
過
ぎ
な
い
。

そ
の
う
ち
の
『
土
芥
寇
誰
記
l

（
金
井
園
校
注
、
昭
42)

に
は
、
次

の
よ
う
に
見
え
る
。

能
登
守
義
孝

ナ
ヲ

当
義
孝
代
二
成
テ
モ
、
家
人
之
勝
手
不
レ
直
卜
沙
汰
ア
リ
。
家

ハ
ヤ
シ

人
ド
モ
、
猿
楽
ヲ
好
ミ
テ
、
謡
・
仕
舞
・
囃
子
等
ニ
ノ
ミ
心

ヲ
被
レ
取
ラ
、
武
芸
ヲ
好
ム
人
無
シ
一
人
モ
。

二

こ
の

演
目
な
ど
具
体
的
な
内
容
は
管
見
に
入
ら
な
い
が
、
す
で
に
「
天

和
・
貞
享
・
元
禄
・
宝
永
・
正
徳
の
頃
は
、
能
楽
が
全
国
的
に
江
戸

期
を
通
し
て
も
っ
と
も
盛
ん
だ
っ
た
時
期
」
（
『
能
楽
の
歴
史
j

岩
波
講

座
能
・
狂
言
I
)
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
例
に
も
れ
ず
、
磐
城
で
も
義

孝
の
と
き
（
貞
享
二
年
か
ら
正
徳
二
年
ま
で
）
、
能
が
き
わ
め
て
盛
ん
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

『
土
芥
寇
饂
記
』
は
、
義
孝
自
身
に
つ
い
て
も
酷
評
す
る
。

家
督
相
続
セ
シ
義
孝
、
文
ヲ
モ
不
レ
学
、
武
ヲ
モ
不
レ
習
、
武

ノ

ミ

芸
ヲ
モ
不
レ
励
マ
、
緩
々
ト
シ
テ
朝
夕
猿
楽
二
而
巳
心
ヲ
尽
シ
、

ツ

イ

ヤ

ク

ラ

金
銀
ヲ
幣
ス
事
、
主
将
之
器
ト
ス
ル
ニ
不
レ
足
。

能
に
対
す
る
義
孝
の
打
ち
込
み
よ
う
は
、
常
軌
を
逸
し
た
も
の
で
あ

っ
た
ら
し
い
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
義
孝
（
露
油
の
異
母
弟
）
の
後
の
藩
主

が
義
桐
で
、
次
い
で
露
油
の
子
政
樹
が
、
わ
ず
か
一
三
歳
で
そ
れ
を

つ
ぐ
。政

樹
が
藩
主
の
地
位
に
つ
い
て
半
年
に
も
な
ら
な
い
享
保
四
年
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（
一
七
一
九
）
一
月
、
著
名
な
磐
城
騒
動
の
発
端
と
な
っ
た
松
賀
騒
動

（注

8
}

が
起
こ
る
。
そ
れ
は
『
松
賀
治
逆
記
」
に
詳
し
い
。

同
（
享
保
）
四
亥
年
正
月
十
六
日
高
月
様
御
佳
例
之
御
能
有

之
、
如
先
例
家
老
、
用
人
井
諸
役
人
拝
見
、
此
節
佐
伯
団
右
衛

門
俄
二
御
用
二
而
江
府
江
発
足
、
松
平
斎
宮
様
江
御
隠
密
之
義
被

仰
遣
由
也
、
同
十
七
日
二
遠
秋
野
金
兵
衛
用
二
而
江
名
出
立
、

知
ル
も
の
な
し
、
…
…

右
は
そ
の
一
部
で
あ
る
が
、
こ
の
能
か
ら
す
べ
て
が
始
ま
る
。
す
な

わ
ち
、
露
油
の
高
月
御
所
で
能
が
催
さ
れ
、
い
つ
も
の
よ
う
に
家
老

以
下
の
面
々
が
拝
見
す
る
。
一
方
で
は
、
ま
だ
幼
い
藩
主
の
父
と
し

て
の
露
油
の
指
示
に
よ
っ
て
、
ひ
そ
か
に
江
戸
表
へ
役
人
が
派
遣
さ

れ
、
永
年
の
間
溜
政
を
私
し
て
来
た
、
家
老
の
松
賀
一
派
が
処
断
さ

れ
る
ー
。

騒
動
は
と
も
か
く
、
注
目
す
べ
き
は
高
月
御
所
で
の
演
能
で
あ
る
。

演
目
な
ど
一
切
は
不
明
で
あ
る
が
、
藩
の
重
臣
た
ち
も
拝
見
す
る
、

露
泊
御
前
で
の
演
能
が
当
時
、
恒
例
行
事
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
と
き
油
圃
が
演
能
し
た
か
ど
う
か
は
、
現
在
の
と
こ

ろ
は
わ
か
ら
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
こ
れ
を
遡
る
こ

と
六
年
、
正
徳
三
年
(
-
七
―
―
―
-
）
夏
、
名
古
屋
の
俳
諧
師
露
川
が

磐
城
を
訪
れ
た
と
き
に
は
演
能
し
て
い
る
。
そ
の
模
様
は
、
水
尺
編

雲
芥

露
油

油
梅

『
国
曲
集
』
（
正
徳
四
年
序
）
が
伝
え
る
。
服
部
直
子
氏
「
『
国
曲
集
」

解
題
と
翻
刻
」
（
「
東
海
地
域
文
化
研
究
」
第
二
号
、
乎
3
.
5
)

に
よ
っ

て
、
『
国
曲
集
』
中
「
陸
奥
曲
」
の
一
部
を
左
に
掲
げ
る
こ
と
に
す

る。

宝
生
左
大
夫
の
山
本
小
町
を
感
し
て
贈
る

海

山

の

は

こ

ひ

涼

し

や

老

女

面

居

士

御
能
に
献
上

頼
み
あ
る
中
に
ま
し
は
る
扇
子
哉

茶
第
露
散
る
家
貝
の
白
雨

一
日
を
一
歩
座
敷
の
春
や
き
て

こ
の
記
事
に
よ
る
限
り
で
は
、
シ
テ
は
油
圃
で
、
《
山
本
小
町
》
を

老
女
面
を
つ
け
て
舞
っ
た
と
い
う
こ
と
し
か
わ
か
ら
な
い
。

《
山
本
小
町
》
は
、
摂
州
山
本
の
季
長
が
山
野
に
出
た
と
こ
ろ
、

小
野
小
町
に
出
会
い
、
和
歌
に
つ
い
て
教
え
を
受
け
る
と
い
う
内
容

を
持
つ
。
『
古
今
和
歌
集
』
「
仮
名
序
」
と
『
伊
勢
物
語
』
「
白
菊
」

に
取
材
し
た
能
で
、
現
在
で
は
、
ど
の
流
儀
で
も
上
演
し
て
い
な
い
、

い
わ
ゆ
る
廃
曲
で
あ
る
。

伝
存
す
る
《
山
本
小
町
》
の
詞
章
に
は
、
さ
ほ
ど
大
き
な
異
同
は

な
い
。
調
査
の
範
囲
内
で
言
え
ば
、
近
世
初
期
写
天
理
図
書
館
―
―

1
0

五
番
本
、
近
世
中
期
写
観
世
流
五
百
番
本
、
近
世
中
期
写
田
安
本
番
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外
謡
本
は
、
そ
れ
ぞ
れ
字
句
が
部
分
的
に
少
し
く
異
な
る
レ
ベ
ル
の

も
の
で
、
一
曲
の
主
題
に
か
か
わ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ

は
本
曲
の
ク
セ
も
同
様
で
、
室
町
後
期
筆
「
古
謡
集
」
、
貞
享
年
間

刊
『
秘
密
蘭
曲
』
、
元
禄
―
二
年
九
月
刊
『
当
流
拾
遺
蘭
曲
大
成
百
番
』
、

享
保
二
年
六
月
刊
（
「
実
際
の
刊
行
は
寛
政
頃
」
『
鴻
山
文
庫
能
楽
資
料
解

題
」
上
）
「
下
懸
乱
曲
大
成
j

‘

享
保
九
年
九
月
一
三
日
写
福
王
盛
有

加
判
本
「
久
世
舞
』
が
管
見
に
入
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
単
な
る
字
句

の
相
違
に
過
ぎ
な
い
。

本
曲
の
翻
刻
は
こ
れ
ま
で
に
、
石
田
元
季
氏
に
よ
る
も
の
（
「
謡

曲
界
」
第
二
二
巻
第
四
号
、
大
1
4
.
4
)

と
田
中
允
氏
に
よ
る
も
の
（
古

典
文
庫
「
未
刊
謡
曲
集
j

三
、
昭
40)
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
前
者
に
は
、

能
之
図
式
に
摂
津
と
し
て
出
で
、
翁
草
の
名
寄
五
百
番
を
標
せ

る
中
に
、
そ
の
名
見
ゆ
。
和
謡
分
国
記
、
歌
謡
作
者
考
、
能
訓

蒙
図
彙
、
謡
秘
伝
抄
等
に
は
所
見
な
し
。

と
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
確
か
に
「
能
之
図
式
」
に
は
「
摂
津
」
と
し

て
揚
げ
る
も
の
の
、
「
和
謡
分
国
記
j

に
は
所
見
が
な
い
ど
こ
ろ
か
、

明
瞭
に
本
曲
名
が
出
て
い
て
、
し
か
も
「
ひ
ご
」
と
さ
れ
て
い
る
。

『
和
謡
分
国
記
』
以
外
で
「
ひ
ご
」
あ
る
い
は
「
肥
後
」
と
す
る

も
の
は
、
管
見
に
入
っ
た
も
の
だ
け
で
も
、
前
掲
の
近
世
初
期
写
天

理
図
書
館
三

0
五
番
本
の
「
名
よ
せ
」
に
「
肥
後
山
本
小
町
」
と

（注
9
)

（注

10)

（itll)

見
え
る
ほ
か
、
『
謡
名
寄
』
『
国
別
謡
曲
名
寄
』
『
謡
名
集
』
の
三
書

を
数
え
る
。
一
方
で
は
、
右
の
『
能
之
図
式
』
以
外
に
も
、
『
謡
銘

（注

12)寄
」
が
「
摂
津
」
と
す
る
。

調
査
の
範
囲
内
で
は
、
「
摂
津
」
よ
り
「
肥
後
」
と
す
る
も
の
の

方
が
多
い
の
で
あ
る
が
、
「
摂
津
」
は
前
述
の
よ
う
に
ワ
キ
が
摂
州

の
季
長
だ
か
ら
首
肯
さ
れ
る
も
の
の
、
こ
の
「
肥
後
」
は
一
体
、
何

に
由
来
す
る
の
か
、
疑
問
な
し
と
し
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
上
妻
博

之
氏
著
「
新
訂
肥
後
文
献
解
題
」
（
昭
63)

に
よ
っ
て
み
て
も
、
「
謡

曲
」
の
と
こ
ろ
に
は
、
《
延
寿
桜
》
《
鐘
が
淵
〉
な
ど
都
合
八
曲
が

な
ら
ん
で
い
る
ば
か
り
で
（
た
だ
し
、
き
わ
め
て
珍
し
い
曲
揃
い
だ
と
思

わ
れ
る
）
《
山
本
小
町
》
は
見
え
な
い
。
こ
う
し
た
疑
問
の
み
記
し

(iE13) 

て
、
後
考
を
侯
ち
た
い
。
な
お
、
『
内
藤
家
文
書
』
の
「
雑
」
に
は

能
楽
資
料
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
の
「
名
寄
」
に
は
、
こ
の

《
山
本
小
町
》
は
見
当
ら
な
い
旨
、
つ
け
加
え
て
お
く
。

次
に
、
こ
の
《
山
本
小
町
》
の
上
演
状
況
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と

に
す
る
。

「
能
楽
が
全
国
的
に
江
戸
期
を
通
し
て
も
っ
と
も
盛
ん
だ
っ
た
時

期
」
（
前
掲
「
能
楽
の
歴
史
」
）
の
当
時
、
ど
の
よ
う
な
能
が
ど
れ
ほ
ど

上
演
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
表
章
氏
の
次
の
調
査
結
果
が
多
く
の

材
料
を
提
供
す
る
。
小
野
小
町
の
登
場
す
る
能
は
数
多
く
あ
っ
て
も
、

《
山
本
小
町
》
は
殆
ど
目
に
す
る
こ
と
の
な
い
、
い
わ
ゆ
る
稀
曲
で
、

表
氏
は
こ
の
調
査
報
告
の
中
で
特
に
、
綱
吉
の
稀
曲
好
み
に
つ
い
て
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詳
細
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

表
章
氏
は
「
能
の
変
貌
ー
演
目
の
変
遷
を
通
し
て
—
」
(
「
中
世
文

学
」
第
三
五
号
、
平
2
.
6
)

の
中
で
、
元
禄
前
後
か
ら
、
綱
吉
が
そ

れ
を
見
る
こ
と
を
好
ん
だ
た
め
、
藩
や
所
に
よ
っ
て
差
は
あ
る
も
の

の
、
稀
曲
の
流
行
が
あ
っ
て
、
そ
の
反
映
と
し
て
、
番
外
謡
本
が
刊

行
さ
れ
た
と
指
摘
の
上
、
「
綱
吉
・
家
宣
時
代
に
演
じ
ら
れ
た
稀
曲

と
そ
の
上
演
回
数
」
と
い
う
資
料
を
示
さ
れ
て
い
る
。
「
綱
吉
の
将

軍
就
任
の
翌
年
た
る
天
和
元
年
（
一
六
八
一
）
か
ら
家
宣
の
没
し
た

正
徳
三
年
(
-
七
一
三
）
ま
で
の

33
年
間
分
の
集
計
」
の
由
で
あ
る

が
、
実
は
そ
の
中
に
、
こ
の
《
山
本
小
町
》
は
見
え
な
い
。
ま
た
、

田
中
貢
・
永
井
猛
両
氏
の
「
鳥
取
池
田
藩
演
能
記
録
」
（
「
芸
能
史
研

究
』
第
一
三
一
号
．
―
-
―
-
三
号
．
―

-1-五
号
）
に
よ
れ
ば
、
同
藩
で
は
稀

曲
が
く
り
返
し
上
演
さ
れ
、
そ
の
中
に
は
小
町
物
と
し
て
《
瀧
見
小

町
》
な
ど
の
き
わ
め
て
珍
し
い
曲
名
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ

の
《
山
本
小
町
》
だ
け
は
見
当
ら
な
い
の
で
あ
る
。
将
軍
家
宣
没
は

正
徳
二
年
(
-
七
―
二
）
で
あ
る
に
し
て
も
、
ま
さ
し
く
そ
の
頃
、

油
圃
が
〈
山
本
小
町
》
を
演
能
し
た
の
で
あ
る
。
表
氏
の
指
摘
の
よ

う
に
、
藩
や
所
に
よ
っ
て
差
が
あ
っ
た
わ
け
で
、
あ
る
い
は
磐
城
平

藩
は
、
す
な
わ
ち
露
油
や
異
母
弟
の
藩
主
義
孝
は
、
綱
吉
や
家
宣
に

劣
ら
な
い
稀
曲
好
み
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
頃
、
磐
城
に
お
い
て
は
前
述
し
た
よ
う
に
、

藩
主
義
孝
の
綱
吉
を
紡
彿
と
さ
せ
る
能
狂
ぶ
り
が
あ
り
、
ま
た
露
油

の
高
月
御
所
で
の
恒
例
の
演
能
も
あ
り
、
そ
れ
に
加
え
て
、
こ
の
稀

(iEM) 

曲
中
の
稀
曲
《
山
本
小
町
》
演
能
で
あ
る
。
将
軍
網
吉
の
能
狂
が
、

磐
城
と
い
う
陸
奥
地
方
に
ま
で
及
び
、
最
後
の
輝
き
を
放
っ
た
瞬
間

で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

露
油
は
享
保
一
八
年
（
一
七
三
三
）
九
月
一
四
日
、
七
九
歳
で
こ
の

世
を
去
っ
た
。
油
圃
が
初
め
て
そ
の
歌
仙
に
一
座
し
て
か
ら
四

0
年、

―
一
世
友
精
の
後
見
の
た
め
江
戸
に
戻
っ
て
か
ら
は
二
年
余
り
後
の

こ
と
で
あ
る
。
数
万
人
が
決
起
し
て
全
領
に
広
が
っ
た
百
姓
一
揆
で

あ
る
磐
城
騒
動
は
、
さ
ら
に
そ
れ
か
ら
五
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
江

戸
に
い
て
油
圃
は
、
こ
の
騒
動
の
噂
を
聞
い
た
だ
ろ
う
か
。
牢
浪
の

果
て
に
露
油
に
拾
わ
れ
て
わ
ず
か
五
両
三
人
扶
持
で
仕
え
、
俳
諧
や

和
歌
に
、
そ
し
て
稀
曲
《
山
本
小
町
》
な
ど
の
演
能
に
と
、
常
に
遊

興
の
供
を
し
た
の
で
あ
る
。
心
に
去
来
す
る
も
の
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
、
油
圃
は
こ
の
世
を
去
る
。
享
年
八
三
歳
。

（
注
1
5
)

そ
の
墓
の
所
在
は
杏
と
し
て
知
れ
な
い
。

な
お
、
泊
圃
が
後
見
し
た
甥
の
―
一
世
友
精
は
こ
の
と
き
、
す
で

に
三
二
歳
。
宝
生
家
の
安
泰
を
見
届
け
て
、
油
圃
は
大
往
生
で
あ
っ

た
に
違
い
な
い
。

む
す
び
に
か
え
て
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(
1
)

北
畠
典
生
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
「
日
本
仏
教
文
化
論
叢
」
下
所
収
。

(
2
)

天
理
図
書
館
綿
屋
文
庫
俳
書
集
成
第
二
七
巻
『
露
油
俳
諧
集
』
の
解

題
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
す
。

注

本
書
は
、
奥
州
磐
城
平
の
四
代
藩
主
で
あ
っ
た
内
藤
義
英
（
雅
号
政

栄
・
俳
号
露
油
）
及
び
彼
と
風
交
の
あ
っ
た
人
々
の
俳
諧
・
和
歌
・
雑

俳
等
の
作
品
を
書
写
し
た
も
の
。
露
油
が
藩
主
を
退
身
し
た
天
和
二

（
一
六
八
二
）
年
か
ら
享
保
十
八
年
（
一
七
三
三
）
年
に
没
す
る
そ
の
頃

ま
で
の
作
品
を
四
季
別
に
収
め
る
。

露
油
は
一
度
も
藩
主
の
地
位
に
つ
い
た
こ
と
が
な
い
か
ら
、
こ
れ
は
明

ら
か
に
誤
り
で
あ
る
が
、
地
元
の
福
島
県
の
資
料
に
も
「
磐
城
平
藩
主

内
藤
露
油
」
（
「
福
島
県
風
土
記
」
平
7
)
な
ど
と
す
る
も
の
も
見
受
け
ら

れ
る
。
あ
ま
り
に
も
著
名
で
あ
る
た
め
に
、
か
え
っ
て
誤
解
さ
れ
る
こ

と
が
あ
る
ら
し
い
。

(
3
)

な
お
油
荷
は
、
芭
蕉
と
一
座
す
る
こ
の
「
其
冨
士
や
」
歌
仙
の
ほ
か
、

主
な
も
の
で
は
宝
永
元
年
（
一
七
0
四
）
の
露
油
「
五
十
賀
」
、
正
徳
元

年
(
-
七
―
一
）
の
「
一
日
千
句
題
四
季
」
な
ど
に
そ
の
名
が
見
え
る
。

し
か
し
、
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
の
露
油
「
古
稀
之
賀
和
歌
俳
諧
」
に

は
見
当
ら
な
い
か
ら
、
そ
れ
ま
で
に
没
し
た
ら
し
い
。

(
4
)
伊
藤
正
義
氏
「
旭
松
下
露
傘
『
謡
曲
参
考
紗
」
と
宝
生
立
圃
」
（
「
鴨

東
論
壇
」
創
刊
号
、
昭
6
0
.
7
)

に
よ
る
。

(
5
)

拙
稿
「
『
内
藤
家
文
書
j

「
古
由
緒
書
」
断
絶
部
に
見
る
宝
生
油
圃
」

（
「
連
歌
俳
諧
研
究

j

第
八
四
号
、
平
5
.
3
)

で
紹
介
。

(
6
)

小
川
顕
道
は
、
宝
暦
年
間
ま
で
は
若
党
の
給
金
が
「
金
三
両
」
と
言

う
が
、
確
か
に
油
圃
の
磐
城
下
向
に
近
い
頃
書
か
れ
た
祖
株
の
『
政
談
j

（
享
保
―
一
年
頃
成
）
に
は
「
今
ハ
若
党
三
四
両
以
上
、
中
間
二
両
―

-l-―

歩
」
と
あ
る
ほ
か
、
「
賤
の
を
だ
ま
き
」
（
享
和
二
年
序
）
に
も
「
昔
は
若

党
は
三
両
二
分
」
と
あ
る
。

(
7
)

足
軽
屋
敷
は
、
明
治
大
学
刑
事
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
る
殆
ど
の
絵
図

（
例
え
ば
、
「
内
藤
家
文
書
」
「
岩
城
の
平
ノ
絵
図
」
な
ど
）
に
、
平
城
の
東
に

描
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
、
現
在
で
も
「
仙
境
」
か
と
思
わ
れ
る
高

月
御
所
ま
で
は
、
徒
歩
で
も
さ
ほ
ど
時
間
は
か
か
ら
な
い
。

(8)

い
わ
き
史
料
集
成
第
四
冊
『
松
賀
治
逆
記
」
に
よ
る
。
な
お
、
藩
政

上
の
大
き
な
行
動
が
予
定
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
こ
う
し
て
能
が
上
演
さ

れ
た
こ
と
は
、
露
油
の
下
で
は
そ
れ
が
日
常
性
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と

を
意
味
す
る
だ
ろ
う
し
、
ま
た
そ
れ
ゆ
え
に
、
能
が
言
わ
ば
隠
れ
蓑
に

な
っ
た
こ
と
も
否
定
出
来
ま
い
。

(
9
)

「
三
十
輻
」
（
昭
16)

に
よ
る
。
そ
の
「
緒
言
」
に
は
、
「
撰
者
未
詳
、

寛
永
正
保
の
頃
、
六
百
八
十
余
曲
の
謡
を
国
別
に
五
十
余
国
に
分
ち
て
、

謡
の
名
目
を
記
せ
る
も
の
」
と
見
え
る
。
も
し
も
こ
の
と
お
り
だ
と
す

れ
ば
、
〈
山
本
小
町
〉
は
す
で
に
、
こ
の
頃
に
は
成
立
し
て
い
た
こ
と

に
な
る
。

〈
山
本
〉

(10)

能
楽
資
料
集
成
7
『
萬
聞
書
」
（
昭
52)
に
よ
る
。
本
書
に
は
「
歳
小
町
」

と
し
て
、
「
肥
後
」
の
部
に
見
え
る
。

(11)

法
政
大
学
能
楽
研
究
所
蔵
。
「
肥
後
四
山
本
小
町
外
」
と
あ
り
、
「
四
」

と
「
外
」
は
朱
書
さ
れ
て
い
る
。

(12)

法
政
大
学
能
楽
研
究
所
蔵
。
同
研
究
所
「
蔵
書
目
録
付
解
題
」
に
よ
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れ
ば
、
実
数
は
一

0
四
九
番
の
謡
曲
名
寄
で
、
江
戸
中
期
筆
写
の
黒
川

家
旧
蔵
本
と
い
う
。

(13)

憶
測
を
退
し
く
す
れ
ば
、
ワ
キ
の
「
季
長
」
か
ら
「
蒙
古
襲
来
絵
詞
」

で
著
名
な
竹
崎
五
郎
兵
衛
季
長
が
連
想
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
「
肥
後
」
と

な
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

(14)

こ
の
表
章
氏
の
資
料
の
み
な
ら
ず
、
「
ふ
れ
な
が
し
御
能
組
j

は
も

ち
ろ
ん
、
そ
れ
以
外
の
資
料
に
よ
っ
て
も
、
こ
の
《
山
本
小
町
〉
演
能

の
記
録
は
一
切
、
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
「
稀
曲
中
の
稀
曲
」

と
す
る
所
以
で
あ
る
。

(15)

宝
生
家
の
菩
提
寺
は
祥
雲
寺
．
（
東
京
区
渋
谷
区
）
で
あ
る
が
、
そ
こ
に

油
圃
個
人
の
墓
は
な
い
。
ま
た
、
前
述
し
た
『
宝
生
家
系
譜
」
に
は
江

島
氏
が
「
墓
は
谷
中
三
崎
妙
法
寺
」
と
書
き
込
ん
で
お
ら
れ
る
が
、
御

住
職
の
お
話
に
よ
れ
ば
、
前
住
職
の
頃
ま
で
は
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
現

在
は
な
い
と
い
う
。

〔
付
記
〕
本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
と
明
治
大
学
刑

事
博
物
館
に
は
多
く
の
御
配
慮
を
頂
い
た
。
記
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
る
。
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